
第１回池田市総合計画審議会 次第 

 

 

日時 令和３年４月５日（月）午後６時～ 

池田市役所３階議会会議室 

 

 

１． 開 会 

 

 

２． 案 件 

 

 (１) 審議会会長・副会長の互選について 

 

 (２) 第７次総合計画に係る諮問について 

 

 (３) 第７次総合計画策定のスケジュール及び体制について 

 

 (４) 第７次総合計画基本構想素案について 

 

 (５) 審議会部会の振り分けについて 

 

 (６) その他 

 

 

３． 閉 会 

 

 

 

 

（配布資料） 

・資料１   総合計画審議会委員一覧 

・資料２   総合計画審議会条例 

・資料３   第７次総合計画策定のスケジュール及び体制について 

・資料４   第７次総合計画基本構想（素案） 

・資料５   総合計画審議会委員 部会振り分け（案） 

・資料６   総合計画策定方針 



No. 区分 氏名 よみがな 備　　考

1 識見委員 中川　幾郎 ナカガワ　イクオ 帝塚山大学名誉教授

2 識見委員 髙野　恵亮 タカノ　ケイスケ 大阪市立大学教授

3 識見委員 若本　和仁 ワカモト　カズヒト 大阪大学准教授

4 識見委員 大島　博文 オオシマ　ヒロフミ 大阪成蹊大学教授

5 識見委員 近藤　誠司 コンドウ　セイジ 関西大学准教授

6 識見委員 池上　益世 イケガミ　マスヨ 大阪青山大学准教授

7 識見委員 眞田　巧 サナダ　タクミ 大阪教育大学附属池田小学校長

8 識見委員 鳥巣　房夫 トリス　フサオ ダイハツ工業株式会社

9 識見委員 門屋　正三 カドヤ　ショウゾウ ソフトバンク株式会社

10 識見委員 栗田　拓 クリタ　タク （NPO）トイボックス代表理事

11 識見委員 庄田　佳保里 ショウダ　カオリ （NPO）エコスタッフ理事長

12 識見委員 岡本　厚 オカモト　アツシ 池田市観光協会会長

13 識見委員 多田　幸希 タダ　サツキ 池田商工会議所

14 識見委員 板谷　実 イタヤ　ミノル 池田市社会福祉協議会事務局長

15 識見委員 田和　正裕 タワ　マサヒロ JICA関西

16 識見委員 茂籠　知美 モロ　トモミ 池田市社会福祉協議会事務局次長

17 市民委員 ゲレンチェール　亜子 ゲレンチェール　アコ 外国人等代表

18 市民委員 金子　丈雄 カネコ　タケオ 池田市立学校園PTA協議会会長

19 市民委員 林　陽 ハヤシ　ヨウ 外国人等代表

20
公募

市民委員
北川　淳也 キタガワ　ジュンヤ 会社員

21
公募

市民委員
荒木　正太 アラキ　ショウタ 会社員

22
公募

市民委員
浅田　圭佑 アサダ　ケイスケ 会社員

23 大学院生 清水　直樹 シミズ　ナオキ 大阪大学

24 大学生 喜多村　航己 キタムラ　コウキ 大阪成蹊大学

25 大学生 吉田　三莉 ヨシダ　ミリ 関西大学

26 大学生 畑中　蒼 ハタナカ　ソウ 大阪青山大学

27 内部委員 元平　修治 モトヒラ　シュウジ 副市長

28 内部委員 岡田　正文 オカダ　マサフミ 副市長

29 内部委員 田渕　和明 タブチ　カズアキ 教育長

総合計画審議会委員一覧
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第７次総合計画策定のスケジュール及び体制について 

 

庁内検討 市民参画 

総合計画策定委員会 

構成：副市長、教育長、水道・病院事業管理者、

及び各部長（１９人） 

機能：審議、意思決定 

開催日：1/18、3/22 

総合計画策定ワーキングチーム 

構成：総合政策部長、関係課の次課長（１５人） 

機能：検討、原案作成 

開催日：12/1、1/13、2/26 

総合計画策定若手ワーキングチーム 

構成：令和２年度新任副主幹（21 人） 

機能：実務的課題を踏まえた研究 

開 催 日 ： 9/30 、 10/15 、 11/12 、 12/7 、

1/8、2/22 

市民意識調査の実施 

対象者：18 歳以上の市民 3,000 人 

実施期間：9/10～9/27 

市民ワークショップの開催 

タイトル：池田市の未来を語るサロン 

テーマ：未来の池田市の教育・子育て環境 

参加者：延べ 28 人 

開催日：11/28 

令和２年度

令和３年度

総合計画策定委員会 

総合計画策定ワーキング １回／月 

総合計画若手ワーキング １回／月（～９月） 

総合計画審議会 

構成：学識経験者６人、学校関係者２人、企業・

団体代表９人、大学生４人、市民公募委員３人、

外国人等代表２人、池田市３人 

合計２９人 

機能：審議 

分科会：自治総合部会 

     地域生活環境・まちづくり部会 

     健康福祉・教育部会 

基本構想（案）・基本計画（案） 

第７次池田市総合計画（案） 

パブリックコメントの実施 1 月下旬 

キャッチフレーズの公募 キャッチフレーズの庁内公募 

諮問（令和３年４月５日） 

答申（令和４年３月末） 
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概要 概要 概要

部会長 1 中川　幾郎 帝塚山大学名誉教授 部会長 1 大島　博文 大阪成蹊大学教授 部会長 1 池上　益世 大阪青山大学准教授

2 髙野　恵亮 大阪市立大学教授 2 近藤　誠司 関西大学准教授 2 眞田　巧 大教大附属池田小学校校長

3 若本　和仁 大阪大学准教授 3 栗田　拓 （NPO）TOYBOX代表理事 3 田和　正裕 JICA関西

4 鳥巣　房夫 ダイハツ工業株式会社 4 庄田　佳保里 （NPO）エコスタッフ理事長 4 茂籠　知美 池田市社会福祉協議会

5 門屋　正三 ソフトバンク株式会社 5 岡本　厚 池田市観光協会 5 金子　丈雄 学校園PTA協議会会長

6 北川　淳也 市民公募委員 6 多田　幸希 池田商工会議所 6 林　陽 外国人等代表

7 清水　直樹 大学院生 7 板谷　実 池田市社会福祉協議会 7 荒木　正太 市民公募委員

8 元平　修治 副市長 8 ゲレンチェール　亜子 外国人等代表 8 畑中　蒼 大学生

9 岡田　正文 副市長 9 浅田　圭佑 市民公募委員 9 元平　修治 副市長

10 喜多村　航己 大学生 10 岡田　正文 副市長

11 吉田　三莉 大学生 11 田渕　和明 教育長

12 元平　修治 副市長

13 岡田　正文 副市長

SDGs

観光・文化 雇用

都市経営

情報公開・個人情報保護 ユニバーサルデザイン

構成員 構成員 構成員

フューチャーデザイン コミュニティ —

働き方改革、人事管理 — —

ジャンル
官民連携 防災・安全・安心 —

リスクヘッジ（内部統制） 都市計画・まちづくり —

ジャンル

福祉

市民参画 地域の魅力創出 健康、保健衛生

行財政改革

—

コンプライアンス アセットマネジメント —

商工 教育

Society5.0 環境 Diversity

公会計 雇用 子育て

ジャンル

シティプロモーション

総合計画審議会委員　部会別振り分け（案）

自治総合部会 地域生活環境・まちづくり部会 健康福祉・教育部会

行革、市民参画その他行政総論 活力、まちづくり 福祉、健康、子育て、教育

資料５



第 7 次池田市総合計画策定方針 

 

１ 策定の趣旨 

 

 第６次池田市総合計画の計画期間が 2022 年度をもって満了を迎えることから、長期

的なまちづくりの指針として、本市の目指すべき将来像を定めた、第７次池田市総合計

画（以下、「第７次計画」という。）を策定するにあたり、基本的な方針を定めるものです。 

 第７次計画の策定にあたっては、時代に即した計画策定に取り組み、シンプルで分かり

やすい計画づくりを行います。 

 なお、計画策定に当たっては、2020 年度から 2024 年度までを期間とする「池田市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」の視点としてＳＤＧｓとＳｏｃｉｅｔｙ5.0 の概念を反映させます。 

 

２ 計画の構成と期間 

 

（１） 構成 

第７次計画の構成は、本市の目指す将来像とその実現のための基本的な

考え方を示す基本構想と、その実現に向け役割分担、目標値や目指すべき

姿を示す基本計画により構成します。 

（２） 期間 

 基本構想の計画期間は 2023 年度から 2032 年度までの 10 年間、基本計

画は 2023 年度から 2027 年度までの前期基本計画の５年間と、2028 年度

から 2032 年度までの後期計画期間の５年間とします。 

 

【第 7 次計画の計画期間】 

 

  

第 7 次計画 

年  度 

R5 

2023 

R6 

2024 

R7 

2025 

R8 

2026 

R9 

2027 

R10 

2028 

R11 

2029 

R12 

2030 

R13 

2031 

R14 

2032 

基本構想 構 想 期 間 

基本計画 
前   期  

 後    期 
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３ 計画策定に関する基本的な考え方 

 

（１） 重点事項や優先順位が明確な計画づくり 

目指す将来像から、重点的に取り組む事項や優先して何に取り組むのかを

明確にし、戦略性を持った計画づくりを行います。 

 

（２） 市民参画による計画づくり 

 第７次計画策定過程においては、池田市みんなでつくるまち基本条例の基

本理念等に基づき、多様な市民参画の機会を通じて、市民のまちづくりに対す

る評価や課題を把握する機会を設け、それらを反映させた計画づくりを行いま

す。 

 

（３） 誰にでも分かりやすい計画づくり 

 まちづくりの将来像や重点的に取り組む施策等がだれにでも分かりやすい計

画とします。また、職員が施策・事業の進捗管理、目標管理などに活用できる

計画とします。 

 

（４） 行政評価と連動した計画づくり 

 総合計画で目指す方向や目標を行政評価制度と連動させ、計画期間中に

おける施策または事業の取組や成果を検証しやすくするとともに、計画終了時

には、達成状況を客観的に判断できる評価とします。 

 

（５） ＳＤＧｓ達成に向けた計画づくり 

 「誰一人取り残さない」社会の実現を目指した、2030 年を期限とする国際目

標の達成に寄与するため、ＳＤＧｓの理念や目標を踏まえながら、池田市がモ

デルとなり、日本全体に貢献できるような持続可能なまちづくりを目指した計画

とします。 

 

（６） Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0 への移行を目指した計画づくり 

 Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0 が前提とする最先端技術を用いた社会の実現を目指します。ま

た、池田市での取り組みが全国のモデルとなるような、未来を見すえた計画と

します。 

 

（７） 新しい生活様式に基づいた計画づくり 

 新型コロナウイルス感染症は社会に大きな影響を与えました。従前の生活様

式は見直しが迫られているため、新しい生活様式を取り入れた計画とします。 



４ 計画策定体制 

 

（１） 市民の参画方法 

以下の方法により現状把握や意識調査を行い、これからのまちづくり等につい

て検討を行います。 

① 市民アンケート調査 

市民意識調査を実施します（無作為抽出 3,000 人） 

地域の現状や課題を共有して、これからのまちづくり等について検討します。 

② パブリックコメント 

市民からの意見の募集を行い、必要に応じて第７次計画の策定に活かします。 

    ③ 市民ワークショップ 

      市民の意見を幅広く取り入れるためにワークショップを開催します。 

      ただし新型コロナウイルス感染症拡大の影響により実施しない場合があります。 

 

（２） 庁内検討体制 

① 総合計画策定委員会 

計画案の調整及び決定を行います。 

② 総合計画策定ワーキングチーム 

基本構想・基本計画案の策定及び調整を行います。 

③ 若手職員ワーキングチーム 

実務的な課題を踏まえつつ、研究を行います。 

 

（３） 総合計画審議会 

公募による市民、学識経験者や各種団体の代表者等で構成する総合計画

審議会を設置し、第７次計画策定に向けて審議を行います。 

 

区分 対象者 内容 

総合計画審議会 外部委員含む 審議 

総合計画策定委員会 特別職、部長級 意思決定 

策定ワーキングチーム 課長級以上 基本構想・基本計画案の策定及び調整 

若手ワーキングチーム 新任副主幹 実務的な課題を踏まえた研究 

 

  


